
平成30年度社会福祉センター事業実績評価シート

総評

（４）職員体制・育成

（２）相談

（３）区域を限定しない、市域を対象
とする取組

２　ボラン
ティア支援
等

ボランティア活動に関する情報
提供については、ホームページ
だけでなくSNSも活用し積極的
に実施されている。
福祉・保健に関する研修会は、
ニーズを踏まえた研修内容や開
催方法等を工夫しながら実施さ
れている。
複数区に共通する課題を対象と
する取組が実施されている。今
後、市域施設としての特徴を活
かした取組を充実させることが
課題となっている。

施設の目的に沿った管理運営に
ついては、適切に行われた。
建物や設備の保守管理について
は、適切に実施され、大きな支
障なく施設の運営ができてい
る。
施設の老朽化により課題となっ
ている修繕等については、今
後、長期的な計画に基づいて着
実に実施されたい。
利用者からの意見等について、
対応と職員による情報共有が図
られている。
施設の利用率の向上に向け、
様々な広報や利用状況の分析に
取り組んでいる。取組みの効果
分析や利用状況分析に基づく改
善策の検討と実行が今後の課題
となっている。
施設運営に必要な職員は適切に
配置されている。人材育成につ
いては、指定管理者である社会
福祉法人共通の研修計画に基づ
いているが、施設独自の取組み
も行われている。

市評価

（３）利用者ニーズの把握、苦情対応

（１）情報収集・提供

事　業 項目

（２）建物・設備等の管理

１ 施設の
管理運営・
貸出業務

（１）施設の目的に沿った管理運営
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総評
市評価

事　業 項目

（１）場を生かした取組の実施
（例）市域団体への支援、会場利用者
へのＰＲ・啓発、交流の場の提供、福
祉保健活動につなげる取組

（２）立地を生かした企業等との連携

（３）自主事業の実施

４ 広域団
体・中間支
援組織との
連携、ネッ
トワークづ
くり

（１）広域団体・中間支援組織との連
携、ネットワークづくり

広域団体・中間支援組織との連
携、ネットワークづくりについ
ては、様々な関係する団体等の
ネットワーク作りに取り組めて
いる。

３　場を生
かした取組

場を生かした取組については、
市内各所の活動団体同士の連携
のため、話し合いや交流の場を
設けるなど、市域の施設として
の特徴を活かした活動を適切に
実施している。
立地を生かした企業等との連携
については、ボランティア活動
への企業の参画を促すだけでな
く、企業自身が職員のボラン
ティア活動を支援できるよう研
修等の相談に応じたり、企業と
地域との交流会を企画したりす
るなど、積極的に取り組んでい
る。

５　各区福
祉保健活動
拠点の支援

（１）区域（区福祉保健活動拠点）の
活動支援

（２）広域的、先駆的な団体や活動の
育成

その他考慮すべき取組等

各区福祉保健活動拠点の支援に
ついては、区拠点のヒアリング
を行い、検討を行っている点に
ついては評価する。
今後は事例収集だけではなく、
課題の把握、課題に対する支援
や効果的な取組の検討が求めら
れる。


